
在
日
朝
鮮
人
学
校
問
題
の
歴
史
的
経
緯
と
そ
の
実
態
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
の
原
点
的
資
料

（
一
九
四
五
～
六
六
）を
収
録
。
日
本
の
植
民
地
支
配
か
ら
の
解
放
後
、
在
日
を
生
き
る
中
で
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
・

日
本
政
府
の
学
校
閉
鎖
・
財
産
没
収
の
弾
圧
に
抗
し
つ
つ
、
自
治
体
へ
の
陳
情
活
動
や
協
議
を
重
ね
て
、

自
主
的
・
民
族
的
教
育
の
権
利
を
獲
得
し
て
い
っ
た
歴
史
的
経
緯
を
、
神
奈
川
県
を
事
例
に
第
一
次
資

料
群
に
基
づ
き
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

全
２
巻

神
奈
川

朝
鮮
学
校
資
料

大
石
忠
雄
編
・
解
説

神
奈
川

朝
鮮
学
校
資
料

大
石
忠
雄
編
・
解
説

在
日
朝
鮮
人
運
動
史
研
究
会
監
修

在
日
朝
鮮
人

資
料
叢
書
●⓬

在
日
朝
鮮
人
資
料
叢
書
●⓬

本
資
料
の
特
色

▼
本
資
料
集
は
在
日
朝
鮮
人
学
校
に
関
す
る
初
め
て
の
体
系
的
な
資
料
集
成
で
あ
る
。

▼
朝
鮮
人
学
校
の
先
駆
的
地
域
の
一
つ
で
あ
る
神
奈
川
県
を
事
例
と
し
て
、
神
奈
川
県
立
公

文
書
館
所
蔵
の
第
一
次
資
料（
一
九
四
五
～
六
六
）を
中
心
に
編
集
復
刻
し
た
も
の
で
あ

る
。

▼
今
日
の
朝
鮮
人
学
校
問
題
の
原
点
で
あ
り
、
設
立
・
解
散
・
再
建
を
た
ど
る
苦
難
の
歴
史

と
問
題
を
理
解
す
る
た
め
の
好
古
の
歴
史
的
資
料
で
あ
る
。

▼
編
集
復
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
朝
鮮
人
学
校
問
題
を
系
統
的
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
Ⅰ
国

語
教
習
所（
朝
連
学
校
）の
設
立
・
閉
鎖
か
ら
分
校
へ（
一
九
四
五
～
四
九
）と
、
Ⅱ
分
校
か

ら
自
主
校
へ（
一
九
五
〇
～
六
六
）に
分
け
、
さ
ら
に
Ⅰ
・
Ⅱ
の
中
を
、
法
令
資
料
、
調

査
・
実
態
資
料
、
要
望
・
陳
情
、
打
合
会
議
録（
Ⅱ
に
収
録
）、
回
顧
資
料（
Ⅱ
に
収
録
）、

新
聞
資
料
、
年
表（
Ⅱ
に
収
録
）に
分
類
し
、
各
項
目
の
中
は
原
則
と
し
て
時
系
列
で
構
成

し
た
。

▼
手
書
き
の
資
料
等
で
読
み
に
く
い
も
の
は
、
活
字
に
直
し
読
者
の
便
宜
を
図
っ
た
。

■
体
裁　

全
２
巻
・
Ａ
５
版
・
上
製
ク
ロ
ス
装
・
ケ
ー
ス
入
り

■
定
価　

本
体
３
６
、０
０
０
円
＋
税　

ISBN
978

―4

―89774

―167

―3

■
刊
行　

平
成
27
年
５
月
刊

〒173―0004　東京都板橋区板橋1―13―1
電話 03（3579）5444　FAX03（6915）5418
［消費税が別途加算されます］

◉下記の書店にお申し込み下さい。

在
日
朝
鮮
人
資
料
叢
書
　
在
日
朝
鮮
人
運
動
史
研
究
会
監
修
　
既
刊
●❶
～
●⓫

在
日
朝
鮮
人
史

資
料
集

❶
在
日
朝
鮮
人
運
動
史
研
究
会
編

『
在
日
朝
鮮
人
史
研
究
』
収
録
の
附
属
資
料
を
再
編
集
し
、
通
覧

で
き
る
よ
う
に
し
た
。
他
の
史
料
集
で
は
み
る
こ
と
の
で
き
な

い
在
日
朝
鮮
人
・
韓
国
人
に
関
す
る
資
料
を
多
数
収
録
。

▼
全
２
巻
／
揃
本
体
２
４
、０
０
０
円

　

ISBN
978-4-89774-134-5

在
日
本
朝
鮮
人

商
工
便
覧

❷
在
日
本
朝
鮮
人
商
工
連
合
会
編　

樋
口
雄
一
解
説

戦
後
初
め
て
の
本
格
的
な
在
日
朝
鮮
人
の
商
工
業
実
態
に
関
す

る
全
国
的
調
査
資
料
（
一
九
五
七
年
版
）。
な
お
、
同
連
合
会
編

『
調
査
月
報
』
の
附
属
資
料
を
付
す
。

▼
全
１
巻
／
本
体
６
、０
０
０
円

　

ISBN
978-4-89774-135-2

戦
後

初
期

在
日
朝
鮮
人 

人
口
調
査
資
料
集

❸
長
澤
秀
編
・
解
説

在
日
朝
鮮
人
社
会
の
構
造
を
理
解
す
る
上
で
不
可
欠
な
基
本
資

料
。
戦
後
の
朝
鮮
人
集
住
地
域
に
関
す
る
詳
細
な
デ
ー
タ
を
収

録
。
統
計
局
の
報
告
書
と
し
て
は
未
刊
行
の
資
料
。

▼
全
２
巻
／
揃
本
体
３
６
、０
０
０
円

　

ISBN
978-4-89774-138-3

在
日
朝
鮮
人 

教
育
関
係
資
料

❹
佐
野
通
夫
編
・
解
説

戦
後
（
一
九
四
五
～
一
九
八
〇
）
の
在
日
朝
鮮
人
教
育
の
歴
史
・

背
景
と
問
題
点
を
通
覧
で
き
、
日
本
人
教
師
の
在
日
朝
鮮
人
教

育
に
対
す
る
取
り
組
み
や
課
題
、
そ
し
て
当
該
期
の
日
本
政
府

の
在
日
朝
鮮
人
教
育
に
対
す
る
政
策
や
認
識
等
を
複
合
的
に
捉

え
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
。

▼
全
３
巻
／
揃
本
体
４
６
、０
０
０
円

　

ISBN
978-4-89774-142-0

朝
鮮
人
強
制
動
員

関
係
資
料

❺
山
田
昭
次
編
・
解
説

戦
時
下
（
一
九
三
七
～
一
九
四
五
）
の
強
制
動
員
朝
鮮
人
鉱
夫

の
実
態
を
、
裁
判
資
料
、
戦
時
労
働
動
員
聞
書
資
料
、
常
磐
炭

礦
朝
鮮
人
関
係
資
料
、『
労
務
時
報
』・『
日
本
鉱
業
新
聞
』
所
収

朝
鮮
人
関
係
記
事
等
の
新
資
料
を
中
心
に
明
ら
か
に
し
た
。

▼
全
２
巻
／
揃
本
体
２
４
、０
０
０
円

　

ISBN
978-4-89774-145-1

在
日
朝
鮮
人 

留
学
生
資
料

❻
裵
姈
美
編
・
解
説

一
九
二
〇
年
代
を
中
心
と
す
る
朝
鮮
人
留
学
生
の
動
向
を
通
観

す
る
初
め
て
の
資
料
。
朝
鮮
総
督
府
や
官
憲
の
報
告
書
、
個
人

の
書
簡
、
日
本
と
朝
鮮
の
新
聞
記
事
、
雑
誌
記
事
等
種
々
の
資

料
を
収
録
。
朝
鮮
近
現
代
史
の
教
育
、
思
想
、
運
動
、
政
治
、

経
済
な
ど
の
研
究
分
野
に
も
必
備
の
資
料
。

▼
全
３
巻
／
揃
本
体
５
４
、０
０
０
円

　

ISBN
978-4-89774-150-5

在
日
朝
鮮
人 

警
察
関
係
資
料

❼
福
井
讓
編
・
解
説

鳥
取
県
内
を
中
心
と
し
た
、
朝
鮮
人
関
係
の
各
種
指
示
・
連
絡

事
項
及
び
在
日
朝
鮮
人
の
身
元
照
会
・
調
査
資
料
等
を
収
録
。

治
安
当
局
の
末
端
か
ら
捉
え
直
す
こ
と
で
、
当
時
の
諸
政
策
の

実
態
に
迫
る
。

▼
全
３
巻
／
揃
本
体
４
８
、０
０
０
円

　

ISBN
978-4-89774-154-3

在
日
朝
鮮
人 

生
活
保
護
資
料

❽
金
耿
昊
編
・
解
説

一
九
五
〇
年
代
を
中
心
に
、
戦
後
日
本
社
会
に
お
け
る
在
日
朝

鮮
人
の
生
活
困
窮
者
層
の
動
向
（
と
り
わ
け
生
活
保
護
受
給
者

の
動
向
）
を
広
汎
に
記
載
し
た
初
め
て
の
資
料
集
。
生
活
保
護

問
題
を
考
え
る
歴
史
的
原
点
資
料

▼
全
２
巻
／
揃
本
体
３
６
、０
０
０
円

　

ISBN
978-4-89774-159-8

在
日
朝
鮮
女
性

作
品
集

❾
宋
恵
媛
編
・
解
説

一
九
四
五
年
か
ら
一
九
七
〇
年
頃
ま
で
（
一
世
女
性
の
日
本
語

作
品
の
み
一
九
八
四
年
ま
で
）
の
間
に
、
朝
鮮
語
あ
る
い
は
日

本
語
で
書
い
た
エ
ッ
セ
イ
・
日
記
・
手
紙
・
作
文
・
小
説
等
を

集
成
し
た
初
め
て
の
作
品
集
。

▼
全
２
巻
／
揃
本
体
３
２
、０
０
０
円

　

ISBN
978-4-89774-162-8

関
東
大
震
災 

朝
鮮
人
虐
殺
裁
判
資
料

❿
山
田
昭
次
編

関
東
大
震
災
時
の
朝
鮮
人
虐
殺
に
関
す
る
裁
判
資
料
と
し
て
現
在

知
る
こ
と
が
可
能
な
埼
玉
県
と
群
馬
県
の
判
決
書
を
収
録
。

日
本
政
府
の
朝
鮮
人
虐
殺
事
件
の
事
後
処
理
政
策
を
研
究
す
る
上

で
本
書
所
収
の
判
決
書
は
重
要
な
意
味
を
も
つ
。

▼
全
２
巻
／
揃
本
体
３
６
、０
０
０
円

　

ISBN
978-4-89774-165-9

資
料
メ
デ
ィ
ア
の
中
の

在
日
朝
鮮
人

⓫
外
村
大
・
韓
載
香
・
羅
京
洙
編

一
九
二
二
～
四
四
年
迄
の
日
本
語
・
朝
鮮
語
の
新
聞
・
雑
誌
の

中
か
ら
、
在
日
朝
鮮
人
の
動
向
・
実
態
・
状
況
を
伝
え
た
一
般

紙
の
特
集
記
事
・
連
載
記
事
、
ま
た
綜
合
雑
誌
の
貴
重
な
記
事

を
選
定
し
、
収
録
し
た
。

▼
全
１
巻
／
本
体
１
８
、０
０
０
円

　

ISBN
978-4-89774-167-3

⓭
朝
鮮
人
強
制
動
員
聞
取
報
告
集［
仮
］　
龍
田
光
司
編
・
解
説

一
九
四
五
～
八
四

写
真
―
在
日
朝
鮮
人
資
料
叢
書
①
～
⑪



刊行の辞収録資料神奈川朝鮮人学校関係年表／収録資料

朝
鮮
学
校
は
開
校
七
〇
年
目
を
迎
え
る
今
、
他
の
外
国
人
学
校
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
厳
し
い
差
別
扱

い
に
直
面
し
て
い
る
。
文
部
科
学
省
が
朝
鮮
高
校
生
を
授
業
料
無
償
化
法
適
用
か
ら
除
外
す
る
中
で
、
朝

鮮
学
校
に
補
助
金
を
支
給
し
て
き
た
二
八
都
道
府
県
中
の
主
要
な
八
都
府
県
が
不
支
給
を
決
め
、
神
奈
川

県
も
二
〇
一
三
年
二
月
に
追
随
し
た
。
そ
の
後
、県
は
朝
鮮
学
校
や
県
内
の
支
援
団
体
の
活
動
を
受
け
て
、

二
〇
一
四
年
三
月
に
外
国
人
学
校
に
、
学
校
対
象
で
は
な
く
児
童
・
生
徒
に
学
費
補
助
す
る
制
度
に
改
定

し
た
が
、
朝
鮮
学
校
の
適
用
は
教
科
書
記
述
の
改
訂
意
見
付
き
で
一
二
月
に
支
給
し
た
。
こ
れ
で
も
不
支

給
の
中
の
都
府
県
の
中
で
は
最
初
の
事
例
で
あ
る
が
、
学
校
に
は
苦
渋
の
対
応
を
強
い
る
も
の
だ
っ
た
。

神
奈
川
の
在
住
朝
鮮
人
数
は
現
在
全
国
第
五
位
、
学
校
数
は
四
校
で
第
四
位
だ
が
、
在
日
朝
鮮
人
運
動

で
は
、
在
日
本
朝
鮮
人
連
盟
結
成
や
祖
国
帰
還
運
動
な
ど
で
は
中
核
的
な
存
在
だ
っ
た
。
一
九
四
八
年
の

四・
二
四
教
育
闘
争
の
影
響
は
受
け
た
が
、
一
九
四
九
年
一
〇
月
の
学
校
閉
鎖
か
ら
公
立
学
校
分
校
と
し

て
の
再
開
は
一
一
月
中
に
行
わ
れ
、
そ
し
て
一
六
年
後
に
各
種
学
校
認
可
の
自
主
校
と
な
っ
た
。
そ
の
間

に
は
中
学
・
高
等
学
校
の
設
置
と
そ
の
各
種
学
校
認
可
や
補
助
金
の
獲
得
な
ど
、
全
国
に
先
駆
け
た
実
績

が
あ
っ
た
。
一
九
七
〇
年
代
以
降
に
な
る
と
、
川
崎
の
革
新
市
政
で
は
、
市
民
的
な
権
利
の
保
障
が
認
め

ら
れ
、
学
校
は
施
設
増
設
費
半
額
の
補
助
を
受
け
た
。
県
政
で
も
戦
後
初
の
朝
鮮
・
韓
国
人
と
中
国
人
生

活
実
態
調
査
が
行
わ
れ
て
、
在
住
外
国
人
県
民
の
権
利
保
障
政
策
が
「
内
な
る
民
際
外
交
」
と
し
て
展

開
さ
れ
る
中
で
、
学
校
の
補
助
金
も
増
額
さ
れ
た
。
一
九
九
一
年
の
高
野
連
問
題
で
は
交
流
し
て
い
た

私
立
高
校
の
監
督
た
ち
の
支
援
を
受
け
て
早
期
に
実
現
し
て
、
日
本
高
野
連
の
加
盟
決
定
の
道
を
開
き
、

一
九
九
六
年
の
川
崎
市
立
看
護
短
大
の
受
験
資
格
問
題
で
は
県
知
事
、
横
浜
・
川
崎
市
長
や
市
民
団
体
の

協
力
の
下
に
実
現
し
た
。

本
書
は
、
こ
の
よ
う
な
神
奈
川
の
朝
鮮
学
校
の
一
九
四
五
年
か
ら
一
九
六
六
年
の
期
間
の
設
立・閉
鎖・

分
校
か
ら
自
主
校
と
し
て
の
再
建
を
た
ど
る
苦
難
の
歴
史
と
民
族
教
育
の
内
実
を
理
解
す
る
た
め
に
、
神

奈
川
県
立
公
文
書
館
所
蔵
の
第
一
次
資
料
を
中
心
に
、
同
時
期
の
関
連
資
料
を
合
わ
せ
て
編
集
復
刻
し
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の
編
集
復
刻
に
お
い
て
は
、
朝
鮮
人
学
校
問
題
を
よ
り
よ
く
理
解
す
る
た
め
に
、
Ⅰ
国

語
講
習
所
（
朝
連
学
校
）
の
設
立・閉
鎖
か
ら
公
立
学
校
分
校
へ
の
移
管
期
（
一
九
四
五
～
一
九
四
九
年
）、

Ⅱ
分
校
か
ら
自
主
校
へ
の
移
管
期
（
一
九
五
〇
～
一
九
六
六
年
）
に
分
け
、
そ
れ
を
さ
ら
に
１
法
令
、
２

学
校
調
査
・
概
要
、
３
要
望
・
嘆
願
・
陳
情
文
書
、
４
関
係
部
局
打
合
せ
会
議
録
、
５
当
事
者
た
ち
の
回

顧
、
６
新
聞
資
料
、
７
年
表
の
項
目
を
立
て
て
、
資
料
を
時
系
列
で
構
成
し
た
。
な
お
、
手
書
き
の
資
料

等
で
読
み
に
く
い
も
の
は
、
活
字
に
直
し
読
者
の
便
宜
を
図
っ
た
。

現
在
の
朝
鮮
学
校
が
直
面
す
る
厳
し
い
状
況
を
、
そ
の
原
点
と
実
態
と
経
過
を
基
本
的
な
原
資
料
か
ら

と
ら
え
直
し
て
、
在
日
朝
鮮
人
の
民
族
教
育
権
確
立
の
闘
い
に
か
け
る
思
い
を
理
解
し
、
日
本
人
が
果
た

す
べ
き
植
民
地
支
配
の
教
育
に
お
け
る
清
算
課
題
を
具
体
的
に
考
え
る
資
料
集
に
な
れ
ば
と
思
う
。

大
石
忠
雄
（
元
神
奈
川
県
立
高
校
教
員
・
川
崎
朝
鮮
問
題
研
究
会
会
員
）　

解
説（
大
石
忠
雄
）

Ⅰ　

国
語
講
習
所（
朝
連
学
校
）設
立
・
閉
鎖
か
ら
分
校
へ（
一
九
四
五
年
～
一
九
四
九
年
）

一　

朝
連
学
校
関
連
法
令
資
料（
４
点
）

○
学
校
教
育
法
第
八
三
条
及
び
第
八
四
条
改
正
経
過（
国
会
議
事
録
抜
粋
）

教
育
基
本
法
特
別
委
員
会
議
事（
貴
族
院
）　

47
年
３
月

文
部
委
員
会
議
事（
参
議
院
）　

49
年
10
月

文
部
委
員
会
議
事（
衆
議
院
）　

49
年
11
月

文
部
委
員
会
議
事（
衆
議
院
）　

50
年
２
月

文
部
委
員
会
議
事（
参
議
院
）　

50
年
３
月

○
学
校
設
置
認
可（
神
奈
川
県
公
報
）　

48
年
６
月
・
７
月

○
団
体
等
規
正
令
に
よ
る
在
日
本
朝
鮮
人
連
盟
の
解
散
令　

49
年
９
月

○
財
産
保
全
命
令
に
つ
い
て　

49
年
10
月

二　

朝
連
学
校
関
連
調
査
資
料（
７
点
）

○
朝
連
傘
下
の
学
校
施
設
の
調
査
に
つ
い
て　

49
年
11
月

朝
連
横
浜
小
学
校
、
朝
連
横
浜
小
学
校
分
校
朝
連
大
和
小
学
校
、
朝
連
横
浜
小
学
校
分
校
朝
連
長

津
田
小
学
校
、
朝
連
鶴
見
小
学
校
、
朝
連
川
崎
小
学
校
、
朝
連
川
崎
小
学
校
分
校
朝
連
南
武
小
学

校
、
朝
連
横
須
賀
小
学
校
、
朝
連
横
須
賀
小
学
校
分
校
朝
連
大
船
小
学
校
、
朝
連
横
須
賀
小
学
校

分
校
朝
連
茅
ヶ
崎
小
学
校

○
桜
本
小
学
校
分
校（
元
朝
鮮
小
学
校
）備
品
調
査　

49
年
11
月

三　

朝
連
学
校
閉
鎖
関
連
文
書（
32
点
）

○
借
地
願（
鶴
見
朝
鮮
初
等
学
校
）　

47
年
２
月

○
川
崎
朝
鮮
学
校
建
設
許
可
願
書　

49
年
２
月

○
解
散
団
体
財
産
使
用
許
可
願（
横
浜
・
鶴
見
朝
鮮
小
学
校
）　

49
年
10
月

○
朝
連
関
係
接
収
財
産
の
使
用
に
つ
い
て（
許
可
書
）（
要
望
書
）（
回
答
書
）　

49
年
11
月

○
朝
連
関
係
接
収
財
産
の
権
利
関
係
に
つ
い
て（
朝
鮮
人
茅
ヶ
崎
初
等
学
校
）　

49
年
12
月

○
権
利
関
係
調
査
書
進
達
に
つ
い
て（
朝
連
横
浜
小
学
校
大
和
分
校
）　

50
年
２
月

○
解
散
団
体
財
産
払
下
許
可
申
請
書（
旧
横
浜
朝
鮮
小
学
校
）　

50
年
10
月

○
解
散
団
体
朝
連
民
青
の
接
収
書
類
帳
簿
記
録
等
の
処
理
に
つ
い
て　

51
年
12
月

○
解
散
団
体
朝
連
所
属
財
産
に
つ
い
て（
青
木
小
学
校
沢
渡
分
校
）　

54
年
３
月

四　

朝
連
学
校
関
係
新
聞
資
料（
神
奈
川
新
聞
・
朝
日
新
聞
・
ア
カ
ハ
タ
・
解
放
新
聞
）（
115
点
）

○
日
鮮
親
善
の
第
一
歩　

朝
連
で
初
等
学
校
を
建
つ　

47
年
３
月
６
日

○
政
府
声
明　

日
本
法
令
の
遵
守
は
在
日
朝
鮮
人
の
義
務　

48
年
４
月
28
日

○
南
、
北
鮮
系
二
六
校
認
む　

朝
鮮
学
校
問
題
解
決　

48
年
５
月
20
日

○
朝
連
な
ど
の
四
団
体　

団
体
規
正
令
で
解
散
指
定　

49
年
９
月
９
日

○
平
穏
の
う
ち
に
執
行　

朝
連
な
ど
の
財
産
接
収　

49
年
９
月
10
日

○
朝
連
系
の
学
校
閉
鎖　

夕
刻
ま
で
に
接
収
完
了　

49
年
10
月
20
日

○
朝
鮮
人
九
小
学
校
を
閉
鎖　

49
年
10
月
20
日

○
受
入
準
備
を
急
ぐ　

閉
鎖
後
の
朝
鮮
学
童　

49
年
10
月
21
日

○
小
学
校
接
収
に
朝
鮮
人
騒
ぐ　

49
年
10
月
21
日

○
社
説　

朝
鮮
学
童
問
題　

49
年
11
月
21
日

Ⅱ　

分
校
か
ら
自
主
校
へ（
一
九
五
〇
年
～
一
九
六
六
年
）

一　

朝
鮮
人
学
校
関
係
法
令
資
料（
９
点
）

○
各
種
学
校
規
程　

56
年
12
月

○
神
奈
川
県
各
種
学
校
規
程
施
行
内
規　

57
年
10
月

○
学
校
教
育
法
・
地
方
教
育
行
政
法　

60
年
３
月

○
朝
鮮
人
教
育
に
関
す
る
通
達
・
行
政
実
例
集　

64
年
12
月

○
義
務
教
育
諸
学
校
等
に
在
籍
す
る
韓
国
人
の
子
弟
に
か
か
る
就
学
援
助
費
等
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

二　

朝
鮮
人
学
校
関
係
実
態
資
料（
27
点
）

○
㋝
㊥
学
校
の
実
態
調
査　

53
年
１
月

○
朝
鮮
人
分
校
の
調
査
に
つ
い
て　

61
年
７
月

○
資
料　
（
１
、
在
日
本
朝
鮮
人
神
奈
川
県
教
育
会
の
問
題
点　

２
、
朝
鮮
人
教
育
問
題
の
経
過

３
、
要
望
書
・
陳
情
書
一
覧　

４
、
朝
鮮
人
学
校
問
題
に
関
す
る
検
討
資
料
）　

63
年
２
月

○
県
教
職
員
課
作
成
教
職
員
資
料　

64
年
５
月

○
最
近
の
朝
鮮
人
学
校
の
実
態（
横
須
賀
市
立
諏
訪
小
学
校
分
校
）　

65
年
３
月

○
川
崎
市
立
桜
本
小
学
校
分
校
概
要　

65
年
３
月
・
９
月

○
分
校
の
概
況
に
つ
い
て（
川
﨑
市
立
高
津
小
学
校
分
校
）　

65
年
３
月

○
朝
鮮
人
学
校
に
関
す
る
調
査（
横
浜
市
）　

65
年
９
月

○
朝
鮮
人
分
校
調
査
表（
川
崎
市
立
桜
本
小
学
校
分
校
）　

65
年
10
月

○
朝
鮮
人
分
校
調
査
表（
川
崎
市
立
高
津
小
学
校
分
校
）　

65
年
10
月

三　

朝
鮮
人
学
校
の
自
主
移
管
関
連
文
書（
25
点
）

○
横
浜
市
沢
渡
朝
鮮
人
分
校
に
中
学
校
設
立
落
成
式
挙
行
に
つ
い
て　

52
年
11
月

○
朝
鮮
人
中
学
校
の
建
設
に
つ
い
て　

53
年
１
月

○
要
請
書（
在
日
本
朝
鮮
人
逗
子
教
育
会
）　

61
年
３
月

○
神
奈
川
県
下
の
朝
鮮
人
学
校
の
自
主
移
管
に
関
す
る
嘆
願
書
に
つ
い
て　

65
年
11
月

○
川
崎
市
立
高
津
小
学
校
分
校
自
主
移
管
に
と
も
な
う
諸
条
件
に
関
す
る
陳
情
書　

66
年
１
月

○
朝
鮮
人
各
種
学
校
認
可
に
関
す
る
在
日
大
韓
民
国
居
留
民
団
等
か
ら
の
通
告
書
に
つ
い
て　

66
年
１

月
第
１
巻

第
2
巻

○
横
浜
朝
鮮
初
級
学
校
等
の
設
置
認
可
に
つ
い
て　

66
年
３
月

○
朝
鮮
人
の
み
を
収
容
す
る
教
育
施
設
の
取
扱
い
に
つ
い
て　

66
年
３
月

四　

朝
鮮
人
学
校
問
題
打
合
会
資
料（
９
点
）

○
朝
鮮
人
学
校
問
題
打
合
会
会
議
録　

65
年
３
月

○
朝
鮮
人
学
校
に
関
す
る
三
市
教
育
長
会
議
に
つ
い
て　

65
年
５
月

○
朝
鮮
人
学
校
関
係
県
・
３
市
打
合
会
概
要
／
議
事
録　

65
年
９
月

○
朝
鮮
人
学
校
県
・
３
市
教
育
長
管
理
部
長
等
打
合
会
議
事
録　

65
年
10
月

○
朝
鮮
人
分
校
問
題
県
・
３
市
打
合
会
会
議
録　

65
年
11
月

○
朝
鮮
人
分
校
問
題
県
・
三
市
打
合
会
概
要
／
会
議
録　

65
年
12
月

○
朝
鮮
人
分
校
関
係
県
・
三
市
打
合
会
会
議
録　

66
年
１
月

五　

朝
鮮
人
学
校
回
顧
資
料（
～
66
年
迄
の
回
顧
）（
７
点
）

○
民
族
と
教
育
と
わ
た
し　

政
田
克
己　

72
年
11
月

○
朝
鮮
の
教
え
子
達
と
の
ふ
れ
あ
い　

神
林
辰
子　

87
年
３
月

○
横
浜
朝
鮮
中
学
校
建
設
の
歴
史（
Ｒ
氏
よ
り
の
聞
書
）　

李
殷
直　

77
年

○
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
の
民
族
教
育
の
歴
史　

李
殷
直　

76
年
12
月

○
朝
鮮
学
校
に
通
学
し
た
生
徒
の
記
録　

94
年
３
月

○
中
華
学
校
の
お
友
だ
ち
に　

52
年
11
月

六　

朝
鮮
人
学
校
関
係
新
聞
資
料（
神
奈
川
新
聞
・
朝
日
新
聞
・
解
放
新
聞
・
新
朝
鮮
）（
72
点
）

○
朝
鮮
人
中
学
に
助
成
金　

ハ
マ
市
で
県
へ
認
可
申
請　

53
年
９
月
30
日

○
近
く
て
遠
い
隣
人
「
民
族
教
育
」
上
・
中
・
下　

65
年
11
月
４
・５
・
６
日

○
変
則
教
育
に
終
止
符
打
つ　

朝
鮮
人
分
校
の
独
立　

65
年
11
月
19
日

○
「
民
族
教
育
」
に
踏
み
だ
す　

二
つ
の
朝
鮮
人
学
校
が
独
立　

66
年
１
月
30
日

七　

神
奈
川
を
中
心
に
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　

朝
鮮
学
校
の
歩
み

一
九
四
五（
昭
和
20
）　

八
月　
　

植
民
地
支
配
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
在
日
朝
鮮
人
の
民
族
教
育
を
『
国
語
講
習
所
』
の
形
態
で
始
め

る

一
〇
月　
　

在
日
本
朝
鮮
人
連
盟（
朝
連
）を
結
成　
「
民
族
教
育
と
青
年
教
育
の
強
化
」
方
針
を
出
す

一
九
四
六（
昭
和
21
）　

四
月　
　

朝
連
が
「
国
語
講
習
所
」
を
初
等
学
院
に
編
成（
初
等
教
育
の
開
始
）

一
九
四
七（
昭
和
22
）　

一
月　
　

川
崎
朝
鮮
初
等
学
校
を
「
川
崎
朝
鮮
初
等
学
院
」
と
改
称

四
月　
　

朝
鮮
学
校
の
各
校
に
学
校
管
理
組
合
を
設
立

八
月　
　

在
日
本
朝
鮮
人
教
育
者
同
盟（
現
在
の
「
在
日
本
朝
鮮
人
教
職
員
同
盟
」）の
結
成

一
九
四
八（
昭
和
23
）　

一
月　
　

Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
「
朝
鮮
人
学
校
閉
鎖
令
」
を
日
本
政
府
に
出
さ
せ
る
。
朝
連
は
全
国
で
抗
議
活
動
を
展

開

一
〇
月　
　

こ
の
時
点
で
、
県
内
の
初
等
学
院
二
三
校
。
児
童
数
一
五
八
二
人
、
教
員
五
三
人

一
九
四
九（
昭
和
24
）　

九
月　
　

日
本
政
府
、「
団
体
等
規
正
令
」
で
朝
連
解
散
と
財
産
没
収
を
執
行

一
〇
月　
　
「
学
校
閉
鎖
令
」
等
が
発
令
さ
れ
、
朝
鮮
人
学
校
の
即
時
閉
鎖
と
財
産
没
収
が
執
行
さ
れ
る

　
　
　
　

県
内
各
地
で
抗
議
行
動
、
陳
情
が
展
開
さ
れ
る

一
一
月　
　

県
内
の
五
校
が
公
立
分
校
と
し
て
再
開

一
九
五
一（
昭
和
26
）　

四
月　
　

神
奈
川
朝
鮮
中
学
校
創
立（
無
認
可
の
自
主
校
、
一
九
五
四
年
四
月
一
日
高
等
部
を
新
設
）

一
九
五
二（
昭
和
27
）　

四
月　
　

講
和
条
約
発
効
。
在
日
朝
鮮
人
は
外
国
人
扱
い
と
な
る

一
九
五
三（
昭
和
28
）　

四
月　
　

最
初
の
朝
鮮
幼
稚
園
を
横
浜
市
鶴
見
の
横
浜
市
立
下
野
谷
小
学
校
小
野
分
校
に
併
設

一
〇
月　
　

神
奈
川
朝
鮮
中
学
校
が
各
種
学
校
認
可
を
取
得（
全
国
で
二
番
目
）

一
九
五
四（
昭
和
29
）　

四
月　
　

神
奈
川
朝
鮮
中
学
校
に
高
等
部
を
併
設

一
九
五
五（
昭
和
30
）　　
　
　
　

川
崎
朝
鮮
人
小
学
校
を
川
崎
朝
鮮
初
級
学
校
に
改
称

一
九
五
六（
昭
和
31
）　

四
月　
　

朝
鮮
大
学
校
創
設（
初
級
学
校
か
ら
大
学
に
い
た
る
民
主
主
義
的
民
族
教
育
体
系
が
確
立
）

一
九
五
九（
昭
和
34
）　

五
月　
　

神
奈
川
朝
鮮
中
高
級
学
校
で
帰
国
者
集
団
結
成
集
会
の
開
催（
以
後
各
地
で
開
催
へ
）

八
月　
　

日
朝
赤
十
字
間
で
「
在
日
朝
鮮
人
帰
国
協
定
」
に
調
印（
一
二
月
帰
国
第
一
船
出
発
）

一
九
六
一（
昭
和
35
）　　
　
　
　

自
主
校
へ
の
動
き
起
き
る

　
　
　
　

朝
鮮
人
学
校
を
各
種
学
校
化
決
定
へ

一
九
六
五（
昭
和
40
）　

三
月　
　

県
・
関
係
三
市
で
朝
鮮
人
学
校
の
問
題
の
打
合
会
議
開
催（
一
九
六
六
年
一
月
迄
）

四
月　
　

川
崎
朝
鮮
初
級
学
校
に
幼
稚
班
を
併
設

九
月　
　

学
校
法
人
「
神
奈
川
朝
鮮
学
園
」
が
認
可
さ
れ
る

一
九
六
六（
昭
和
41
）　

二
月　
　

神
奈
川
朝
鮮
人
学
校（
五
校
）が
分
校
扱
い
か
ら
自
主
校
と
し
て
各
種
学
校
認
可
を
受
け
る

一
二
月　
　

川
崎
朝
鮮
初
級
学
校
と
し
て
設
置
認
可
を
取
得（
他
校
も
同
じ
）

神
奈
川
朝
鮮
人
学
校
関
係
年
表
（
一
九
四
五
～
一
九
六
六
）


